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１．概要（Summary） 
本研究では熱電子発電器の発電効率向上を目的と

して，プラズモン共鳴を援用した熱電子発電素子を開

発する．可視光領域にプラズモン共鳴波長を持つ金属

をエミッタとして使用することにより，太陽光スペク

トルのピーク付近で強いエネルギー吸収が可能とな

る．これによって熱電子放出が増強できると考えられ

る．  
２．実験（Experimental） 
電磁場解析をもとにデバイス設計を行った。デバイ

ス構造及び製作プロセスを Fig. 1 に示す。熱電子発

電素子の鋳型となる構造をシリコンのDeep-RIE法で

製作するために、東京大学ナノテクノロジープラット

フォーム微細加工拠点の公開装置アルカテル社製

MS-100 を利用した（Step 2,9）。また、デバイスにパ

ターンを形成するためのフォトリソグラフィ用マス

クを、同拠点の電子線描画装置（ADVANTEST 社製

F5112）および自動現像装置、Cr エッチング装置を用

いて行った(Step 1, 5, 7)。 
特に Deep-RIE 加工においては、リフトオフ用レジ

スト AZ-5214E を利用することで、Fig. １に示すよ

うなテーパ形状断面をもつ溝構想形成をすることが

できた。さらにエッチング条件を変化させることでテ

ーパ角をある程度制御できることがわかり、デバイス

の性能向上に寄与することが期待できる。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 高額な装置を公開利用で使うことができ、デバイス

の製作プロセスを最後まで行い、問題点を抽出するこ

とができた。 今後は最終段階の構造体リリースを中

心に問題点の洗い出しと改善について検討する。 
4. その他・特記事項（Others） 

なし 

 

Fig.1 Device design and fabrication process. 

 
Fig. 2 SEM image of tapered cavity. 
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